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研究成果の概要（和文）：脳卒中発症から時間経過して、麻痺や高次脳機能障害や失語症により、退職を余儀な
くされた患者の新たな再就職へ向けての調整を行っている。私どもが世界に先駆けて開発した脳機能画像をもと
にした反復性経頭蓋磁気刺激療法と集中的リハビリテーションを施行するNEUROという方法を用いて、麻痺や高
次脳機能障害や失語症を改善させてきました。また、その効果を人材派遣会社の協力のもと正しい機能評価と精
神評価で最大限に引き出し、企業と折衝し、新たな雇用をうみだしている。復職できるものは同様の方法で、麻
痺や高次脳機能障害や失語症を改善させ、企業と復職調整をする、トライアングル型サポート体制　の構築がで
きた。

研究成果の概要（英文）：We are making adjustments for new reemployment of patients who have been 
forced to retire due to paralysis, higher brain dysfunction, or aphasia over time after the onset of
 stroke. Improvement of paralysis, higher brain dysfunction and aphasia by using NEURO;, which is 
the world's first development of repetitive transcranial magnetic stimulation therapy based on brain
 function images and intensive rehabilitation. I let you. In addition, with the cooperation of the 
dispatching company, the effect is maximized through correct functional evaluation and mental 
evaluation, and negotiations are made with the company to create new employment. Those who can 
return to work could improve paralysis, higher brain dysfunction and aphasia by the same method, and
 could build a "triangle type support system" to coordinate with the company.

研究分野： リハビリテーション医学

キーワード： 反復性磁気刺激療法　集中的リハビリテーション　脳卒中後遺症　再就職　復職　失語症　麻痺　 高次
脳機能障害
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研究成果の学術的意義や社会的意義
脳卒中後遺症に対する治療から復職あるいは再就職までの包括的対応をしている。発症から半年以上経過した脳
卒中後遺症の麻痺や失語による障害は改善しないと言われているが、反復性経頭蓋磁気刺激療法と集中的リハビ
リテーションやボツリヌス療法での治療効果を英文を中心に広く発信したことは学術的社会的にも意義がある。
また、その効果を活かし、人材派遣会社の協力のもと企業と復職調整をする「トライアングル型サポート体制」
を示したことも意義深い。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１． 研究開始当初の背景 

 
脳卒中後遺症で苦渋している患者さんの主なる願いは,①歩けますか？②腕が使えますか？③話
せますか？④仕事ができますか？この 4 つが主である．反復性経頭蓋磁気刺激と集中的リハビ
リテーションを世界に先駆けて治療体系としておこない, 適応基準はあるものの今までよくな
らないとされてきた①から③番の改善策を示してきた． よって,④仕事ができますか？に脳機能
画像などの評価を加味しながら尽力したく考える． 
 
２． 研究の目的 

 
少子高齢化が進み,2 人に 1 人が脳卒中になる時代が到来するといわれている．脳卒中後遺症で
ある麻痺や失語症は,慢性期になると改善しないと教科書的にも今まで言われてきた．しかしな
がら,申請者らは,良くならないとされてきた中等度・軽度上肢麻痺に対して,世界に先駆けて反復
性経頭蓋磁気刺激(Repetitive transcranial magnetic stimulation：rTMS）と集中的リハビリテ
ーション併用を治療体系 [NovEl Intervention Using Repetitive TMS and Intensive 
Occupational Therapy; NEURO]として示し良好な成績を示してきた．重度麻痺に対してもボ
ツリヌス療法を用い治療効果を示してきた．失語症に対しても世界に先駆けて機能的脳画像に
よる刺激部位同定による反復性経頭蓋磁気刺激と集中的リハビリテーション併用を治療体系と
して示し良好な成績を示してきた． 
この最新治療の継続・精度をあげながら,復職はもちろんのこと脳卒中後遺症で退職した患者の
再就職を人材派遣会社の協力を得て,適材適所にあう障害者雇用の制度検討し,脳卒中後遺症の
患者の再就職がスムーズに進むように企業と医療が連携するモデルを提示する 
 
３． 研究の方法 

 
対象：おおよそ,毎月 10 名以上の患者さんが初診外来にくる上肢機能の改善,失語症の改善,さ
らには再就職や復職を望む方．上肢麻痺を呈している患者,失語症を呈している患者．脳卒中（病
型は問わない）発症後,すでに 6ヶ月以上が経過している（ただし,移動に介助を要さないなど日
常生活は事実上自立しているものに限る）．ただし,失語症が極めて重症な場合（復唱課題の理解
ができない）,対象スクリーニングとしての脳波検査で異常所見が観察された場合には,対象か
ら除外する．なお,対象各人に対しては,TMS,集中的言語聴覚療法,薬物療法のいずれにも先立っ
て研究内容を口頭で十分に説明し,内容を理解・承諾いただいたうえでインフォームド・コンセ
ントとして同意書に記入をいただくことを参加条件とする．患者本人に理解力の障害があるな
どし,研究内容が理解されなかった場合は,対象に含めない． 
治療：rTMS・集中的言語聴覚療法の適応の患者は,当院に 13日間入院．対象患者の入院日を決め,
その 2週間ほど前に FMRI の予定を組む．FMRI により磁気刺激部位を同定する．入院時に SPECT
による脳血流の評価,SLTA の評価を行う,退院後約 3 か月後に同様の評価を行う．入院中の患者
は,fMRI の結果と失語症のタイプから機能回復に重要な役割を果たしてい ると予想される部位
（4 か所から選択）に対して,その部位を賦活するために 10 ヘルツ高頻 度 rTMS（運動閾値の
90％の強度）を毎日（日曜日は除く）午前中に 40 分間（刺激 2400 発×1 回）施行する．磁気刺
激終了後,午前午後に個別言語聴覚訓練（言語聴覚士との一対一訓 練）からなる言語聴覚療法を
各 60 分,一日計 120 分間施行する． 治療：rTMS・集中的作業療法の適応の患者も原則的に,当院
に 13 日間入院．磁気刺激部位は健常側運動野にする．入院時に SPECT による脳血流の評価,上肢
機能の評価を行う．復職・再就職の検討： 治療が済んだら,症状によって作業療法士,言語聴覚
士が身体機能 の評価,神経心理学検査の評価を行う．作業療法の評価として,FMA, ARAT, BADS, 
Kohs 立 方体検査, RBMT, BIT, TMT, 作業評価（パソコン,事務作業）など,言語聴覚士の評価と
し て CAT, WAISIII, WMSR, 失語症のある場合は失語症検査,その他の神経心理学検査など施行 
する．下記の図の流れのように対応をして行く．適宜,人材派遣会社と提携を行い,再就職 に向
けて,外来治療,上記手法にての入院治療などの評価訓練を続けてく．また,毎月１回, 私と作業
療法士,言語聴覚士と人材派遣会社の担当者数名の話し合いをしている． 復職や再就職をした
場合も定期的な診察や脳機能評価など施行する．必要な患者は TMS と 集中的リハビリテーショ
ン入院を再考する 
 
４． 研究成果 

 
多くの患者さんの NEURO での上肢機能の改善,失語症の改善を行い,多くの論文,講演などで発表
した．上肢機能は,原因疾患が脳出血や脳梗塞であっても,上肢,手指の分離運動ができている麻
痺には,NEURO は同様に有意差なく有効な効果を示した． 
失語症は,ヨーロッパの磁気刺激の EBM を示す論文では,運動性失語に対して右の下前頭回への
低頻度の反復性経頭蓋磁気刺激がレベル Bであると推奨されているが,右脳有意で失語症が改善



をしている場合もあり,FMRI を使用し,失語症の改善にかかわる部位を同定し,その部位に高頻
度磁気刺激を施行するべきであることを多くの症例のまとめで報告をした． 
脳卒中上肢麻痺の治療戦略としてのボツリヌス療法に必要なものとして,10 年のデーターから,
①現実的な治療目標の共有 ②リハビリテーション治療との併用 ③十分量による治療 ④継
続的なボツリヌス治療を上げた．また,長期的に使用している患者では,特に痛みや重さ,睡眠障
害を起こしているものに有効性が高かった． 
当院職員の復職支援を行う機会を得た．復職を円滑に進めるために,復帰先の職場も活用し段階
的に環境調整を実施した．結果として X+1 年 5 か月で復職を果たした．業務内容は管理ではな
く,まずは上司管理のもと自分のペースで行える仕事から開始している．混雑時を避けるために
通勤時間の調整を行い,仕事と身体機能・復職支援に対する定期的なリハビリと両立しながら勤
務している．「慣らし就業」と「仕事とリハビリの両立」が重要性であった．また,作業療法にお
いて職能評価と神経心理学的検査を実施したことにより,自身が高次脳機能障害の特徴を理解し
たうえで復職に向けて準備することができた症例を経験し報告した．①高次脳機能障害の特徴
を知り,職業能力を客観視できるようになった．業務では,指示や手順は文書化した方がミスを
防止しやすいことが分かり,配慮や工夫すべきことを理解できるようになった．②職場での本症
例における高次脳機能障害の特徴と現在の職業能力についての認識が進み,業務の見直しが行わ
れた．③業務マッチングとしては,MWS と神経心理学的検査の結果から確認と判断が同時に求め
られる照合作業よりは入力作業の方が能力を発揮しやすい．そして,処理速度に低下があるため,
口頭指示の量は少なくし,指示書と締め切りにゆとりのある作業が望ましいなど,業務の適正を
見出して共有を図った． 
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